
那須塩原市学校教育情報化推進計画(概要版)

第１章 計画の策定について ■
１ 計画策定の趣旨
近年、知識・情報・技術をめぐる変化の速さが加速度的となり、将来、今の子

供たちが活躍する社会では、ＡＩなどの技術は生活の中で当たり前のものとなっ
ていると考えられ、情報技術を効果的に活用する重要性は一層高まっていくこと
となります。
そこで、本計画は、学校教育の情報化の基本的な考え方と方向性を明らかにし、

必要な施策や事業を体系化・計画化することで、総合的かつ計画的な施策の推進
を目的に策定するものです。

２ 計画の位置付け
学校教育の情報化の推進に関する法律に基づく計画として位置付けるとともに、

「那須塩原市総合計画」「那須塩原市教育振興基本計画」を上位計画とし、教育
の情報化を総合的に推進する計画として位置付けます。

３ 計画の期間
令和４年度から令和９年度を計画期間とします。このうち、令和６年度までを

前期、令和７年度からを後期と位置付け、前期終了年次に、社会情勢や本市の実
情に合わせて計画内容を見直し、計画の実効性を確保します。

第２章 那須塩原市を取り巻く現状 ■
１ 教育の情報化に関わる社会動向
平成29年度告示の学習指導要領で、情報活用能力が学習の基盤となる資質・

能力の一つに位置付けられ、令和元年度には学校教育の情報化の推進に関する
法律が施行、令和2年度からGIGAスクール構想がスタートするなど、学校教育
の情報化が加速度的に進められております。

２ 那須塩原市の現状
平成26年度に文部科学省の実証事業に本市の小学校が選定されたことを契機

に、電子黒板や無線ＬＡＮ環境が全校に整備されるなど、全国に先駆けたICT環
境整備が進められてきました。

３ 那須塩原市の課題
学校教育の情報化が進む中で、かつて先駆的に整備した本市のＩＣＴ環境は、

機器の劣化や技術の陳腐化が生じているため、教育の質の向上に向けたICT環境
の整備とICT活用指導力の向上が求められます。

第３章 基本理念・基本目標及び具体的施策 .
１ 基本理念

２ 基本目標
次の５つを基本目標に掲げ、施策を展開していきます。

３ 具体的施策
５つの基本目標の下に１４の基本施策を掲げ、さらに４１の具体的施策を位置

付けて計画的・体系的に施策を推進します。

「個別最適な学びと協働的な学びを通じて、全ての子供たちの可能性を引き
出し、予測困難な未来を切り拓く創造力と他者を思いやる想像力を育む人づ
くり教育の実現」

❶児童生徒の情報活用
能力の育成

❷教員のＩＣＴ活用指
導力の向上

❸教員の負担感の軽減に
向けた校務の効率化

❺ＩＣＴを活用するため
の支援体制

❹学校情報セキュリティの
確保と利便性の両立

第４章 施策及び取組内容 .
目標１ 児童生徒の情報活用能力の育成
児童生徒が様々な場面でＩＣＴを活用できる機会の充実や環境の整備、特別支

援学級における個に応じた学習の充実等を実現します。

目標２ 教員のICT活用指導力の向上
一斉学習、個別学習、協働学習においてＩＣＴを効果的に活用し、学習指導要

領に沿った教育を確実に推進し、児童生徒の情報活用能力の育成を図ります。

目標３ 教員の負担感の軽減に向けた校務の効率化
校務でICTを効果的に活用し、業務時間の削減と負担軽減を図ります。

目標４ 学校情報セキュリティの確保と利便性の両立
安心してICTを活用できるよう情報セキュリティを確保します。

目標５ ICTを活用するための支援体制
教育委員会及び関係機関が連携し、ICTの活用を推進します。


